
232

◇

特
集

原
爆
文
学
研
究
会
二
〇
年

や
り
残
し
た
課
題

坂

口

博

原
爆
文
学
研
究
会
に
参
加
し
て
、
何
度
か
の
発
表
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

い
く
つ
か
は
論
考
と
し
て
、
本
誌
に
も
掲
載
し
て
き
た
が
、
未
だ
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
研
究
会
の
発
足
に
尽
力
し

た
花
田
俊
典
の
急
逝
直
後
の
研
究
会
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
記
憶
に
残
る

第

回
で
の
報
告
だ
。

11「
会
報
」

号
に
は
、「
Ｂ

の
記
憶

―
戦
争
は
美
し
い
か
」
と
し
て
概
略

11

29

を
ま
と
め
て
は
い
る
。
そ
の
四
年
後
に
も
、
続
く
報
告
を
「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
重

慶
へ

―
「
一
国
平
和
主
義
」
を
超
え
る
た
め
に
」（

回
）
と
し
て
さ
せ
て
い

24

た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
、
長
く
中
断
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。「
結
論
」
も
、

一
応
は
出
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
（
現
実
に
は

沖
縄
を
除
外
）
だ
け
の
「
平
和
」
を
希
求
す
る
、
国
家
公
認
の
「
平
和
主
義
」

（「
平
和
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
、
信
仰
）
は
、
批
判
的
に
超
え
て
い
き
た

い
。最

大
の
理
由
は
、
わ
た
し
の
怠
惰
だ
。
本
誌

号
で
も
「
次
の
十
年
」
の

10

課
題
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
・
占
領
地
を
ふ
く
め
た
都
市
空
襲
史
を

振
り
返
り
た
い
意
欲
は
持
ち
続
け
て
は
い
る
。
台
湾
の
空
襲
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
、
新
た
な
研
究
書
も
出
た
。

た
だ
、
派
生
し
た
論
考
は
二
本
を
ま
と
め
て
い
る
。
火
野
葦
平
『
盲
目
の

暦
』（
創
言
社
、

・

）
の
解
説
「
若
松
の
戦
時
下
の
「
記
憶
」」
と
、
丸
山

06

6

豊
『
月
白
の
道
』（
創
言
社
、

・

）
の
解
説
の
う
ち
Ⅰ
「
文
学
の
な
か
の

14

1

ビ
ル
マ
戦
」
で
あ
る
。

前
者
は
、
中
国
・
成
都
基
地
か
ら
発
進
し
た
Ｂ

が
、
初
め
て
日
本
本
土

29

へ
達
し
た
北
九
州
空
襲
に
ま
つ
わ
る
「
記
憶
」
を
た
ど
っ
て
み
た
。
一
九
四
四

年
六
月
か
ら
八
月
の
出
来
事
だ
。

後
者
は
、
ビ
ル
マ
戦
を
、
米
英
中
の
連
合
国
軍
の
戦
略
を
考
慮
し
な
が
ら

検
証
し
て
い
っ
た
。
日
本
陸
軍
の
イ
ン
ド
へ
侵
攻
し
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
一
九

四
四
年
三
月
に
始
ま
る
が
、
連
合
国
軍
は
、
同
時
期
に
北
ビ
ル
マ
・
雲
南
戦

線
で
反
攻
を
進
め
た
。
背
景
に
は
イ
ン
ド
・
中
国
間
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え
の
Ｂ
29

に
よ
る
輸
送
力
の
限
界
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
太
平
洋
戦
争
」
史
観
の
最
終
的

批
判
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
史
観
で
は
、
ビ
ル
マ
戦
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

先
日
も
Ｂ

が
出
て
く
る
小
説
を
新
た
に
読
ん
だ
。
そ
れ
も
長
崎
原
爆
に

29
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関
連
し
た
も
の
だ
。

野
呂
邦
暢
の
短
篇
集
『
白
桃
』（
み
す
ず
書
房
、

・

）
に
収
め
ら
れ
た

11

5

「
藁
と
火
」（
初
出
「
す
ば
る
」

・

）
で
、
本
書
が
初
収
録
。
諫
早
と
推

77

6

測
さ
れ
る
「
町
」
で
、
Ｎ
市
の
「
原
爆
」
に
遭
遇
し
た
物
語
だ
っ
た
。
少
年
サ

ト
ル
は
、
祖
母
・
母
と
と
も
に
、
Ｎ
市
か
ら
疎
開
し
て
き
て
い
た
。

原
爆
投
下
後
、
町
の
上
空
で
体
当
た
り
し
て
、
Ｂ

を
撃
墜
す
る
話
が
出

29

て
く
る
。
こ
の
史
実
は
確
認
で
き
ず
に
い
る
。
た
だ
、
投
下
前
年
に
は
、
そ
の

よ
う
な
出
来
事
も
あ
り
、
慰
霊
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
近
年
、
長

崎
・
諫
早
方
面
に
出
か
け
る
用
件
が
な
い
が
、
ぜ
ひ
機
会
を
つ
く
っ
て
訪
れ
た

い
。ほ

か
に
も
未
読
の
Ｂ

作
品
は
多
い
だ
ろ
う
。

29

な
お
、
こ
の
Ｂ

へ
の
関
心
は
、
二
〇
〇
二
年
の
「
山
家
洞
窟
司
令
部
の
幻

29

影

―
「
九
州
独
立
運
動
」
前
後
」（「
敍
説
」
Ⅱ
‐

）
に
遡
る
。
こ
の
と
き
、

04

邀
撃
し
た
屠
龍
や
、
Ｂ

撃
墜
専
用
戦
闘
機
と
し
て
、
九
州
飛
行
機
が
開
発

29

し
た
震
電
と
と
も
に
、
Ｂ

も
同
じ
縮
尺
（
１
／

）
の
プ
ラ
モ
デ
ル
を
入
手

29

72

し
た
。
写
真
な
ど
で
は
、
も
う
一
つ
理
解
し
に
く
い
大
小
の
比
較
を
、
模
型
で

し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

け
っ
き
ょ
く
、
震
電
は
作
成
し
た
が
、
ほ
か
の
二
つ
は
、
そ
の
ま
ま
箱
に
入

っ
て
い
る
。
Ｂ

な
ど
、
作
製
し
て
も
大
き
す
ぎ
て
置
く
場
所
が
な
い
。
こ
の

29

保
留
と
、
論
考
の
停
滞
は
、
関
連
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。


